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１．この図はラムサール条約第７回締約国会議文書 25所
載の図を更新したものである。 

２．モントルーレコードとは、決議５.４で設立された「生
態学的特徴が既に変化しており、変化しつつあり又

は変化するおそれがあるラムサール登録湿地の記録

（モントルーレコード）」である。 

３．ラムサール諮問調査団は、以前に管理ガイダンス手

順と呼ばれた。 

登録時における当該湿地の記載（Ｂ節参

照） 

●ラムサール条約湿地情報票を用いて

記載し、条約湿地指定基準を満たすこ

とを証明する。 
●指定範囲を示す詳しい地図を添える。

●当該湿地の生態学的特徴を明瞭に示

す（決議Ⅵ.１）。 

記載の更新 

●６年ごとに（適切な場合はそれ以前に

も）当該湿地の記載内容ならびにその

生態学的特徴の明示を最新のものに

する。 

保全管理計画の策定（Ｃ節参照） 

●決議５.７ならびに決議Ⅷ.14に採
択された条約の指針（Ｃ節参照）

を適用した管理計画を策定する。

計画書には当該湿地の記載や地

図も含める。 
●当該湿地の生態学的特徴を維持

することが、保全管理行動ならび

にモニタリング体制の基礎とな

る（下記参照）。 
●利害関係者との協議のもとに保

全管理計画を策定し、それによっ

て分野横断的な管理委員会の設

立が導かれる。 

保全管理行動 

●当該湿地の管理活動の一環として、保

全管理計画の定例見直しに反映させ

るために、規則的なモニタリングを行

なう。 
●［適切な場合は、管理対応として再生

や回復計画を立案する（決議Ⅷ.16、Ｈ
節参照）。］ 

●適切な場合は、条約事務局あるいは締

約国会議に対して、当該湿地の生態学

的特徴の変化あるいはその可能性を

通知し、モントルーレコード２に当該

湿地を登録し、条約の諮問調査団３の

支援を受ける（Ｇ節参照）。 
●諮問調査団の報告に基づいて保全管

理計画を改定し、管理の取り組みを改

善し、その生態学的特徴のその後の変

化（改善されるか悪化を続けるか）を

モニタリングする努力を高める。 
●適切と判断された時点で、モントルー

レコードから当該湿地の登録を削除

する（決議Ⅵ.１、Ⅷ.８）。 

モニタリングの実施と影響評価 

●モニタリング体制は、保全管理計

画の一部をなし、同計画の定例見

直しの基礎を提供する（決議Ⅵ.
１、Ｄ節参照）。 

●モニタリングの結果必要とされ

る場合に、湿地リスク評価を実施

する（決議Ⅶ.10、Ｅ節参照）。 
●必要な場合は当該湿地への影響

評価を、当該湿地範囲の内外で計

画され当該湿地に悪影響を及ぼ

す可能性がある活動提案に対し

て実施する（第 11巻参照）。 

［和訳：琵琶湖ラムサール研究会，2006年２月．］ 


